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相似の宣言 
We, Klark Teknik Group (UK) Plcof, Klark Teknik Building, Walter Nash Road, Kidderminster, 
Worcestershire, DY11 7HJ 
以下の製品のサンプルとして宣言します。： 

 

この宣言が参照する以下の指示書および規格に従ってあります： 

 

署名：David Hoare 

職位：技術部長、Klark Teknik Group(UK) 

日付：2000 年 5 月 26 日 

注意！ 
購買者、設置者、ユーザーは、これらの機器を使用するには、上記の指示書の指示に従わなく

てはなりません。 
使用の際しては、これらの特別な規定および制約の詳細は、請求があればお送りしますが、製

品の取扱説明書にも 
記載されています。 
 



 4



 5

注意！ 
以下の特別な制限はコンソールにあてはまり、安全および電磁気の互換性の性能を維持するために注意されなければ

なりません： 

電源の接続 

コンソールは、電源供給コネクターを経て接地されるように接続された電源で操作を行ってください。 

コントロール接続 
コンソールは高品質コントロールケーブルを使用することをお勧めします。すべてのコネクターシェルは、コンソー

ルに差し込まれる時にそれらがシールド線に接地されるように、金属性のタイプをお勧めします。すべての XLR と

DIN コネクターは、ケーブルシールドとピン 1 が接続される様にしておくことをお勧めします。 

オーディオの接続 
コンソールは、高品質シールドと 2 芯オーディオケーブルで接続することをお勧めします。すべてのコネクターシ

ェルは、コンソールに差し込まれる時にシールドに接地されるように、金属性の物にすることをお勧めします。すべ

ての JACK コネクターシェルはケーブルのシールドと接続させる事、すべての XLR コネクターは、ケーブルのシー

ルドとピン 1 が接続することをお勧めします。 

電界 
もし可聴周波数信号（20Hz～20KHz）の電磁界などでこの製品が使われるならば、信号から見たノイズ比率は低下

するでしょう。 

 
設置／設営 
ミキシングコンソールを設置／設営する時に、多くの考慮しなくてはならないポイントがあります。コンソールが開

けられる前に、多くのポイントはアドレスされていると思いますが、もう一度確認してください。 

電源 
電源パワーサプライは、コンソールから接続ケーブルがとどく範囲で可能な限り遠くに離してください。それは適切

な電源電圧にあることと、供給されたケーブルを使って電源コネクターに差し込んで下さい。 

場所  
コンソールは、コンソールが置かれて使用するスペースと同サイズのスペースに置かれるべきです。理想的なエリア

としては、配電機器や他の干渉する可能性有るソースに接近していない場所が好ましいです。 
設置は、コンソールを人々からの防御をするためにコンソールを取り囲むように丈夫なフェンスなどで囲ってくださ

い。 

電源は、決して接続の切れたメインアースを操作しないようにして下さい。 
どうぞ、電源の電圧は感電などをする恐れがあるので十分に注意してください。 
また、もしショートを起こしたならば機器と配線を焼き切るなど極めて大きい電流を生み出

すことが有ります。 
すべてのテストとサービスは、有資格者のエンジニアのみにより操作をしてください。. 
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内容   

Midas HS1001 モノラル入力モジュール 
Midas HS1004 ステレオ入力モジュール 
Midas HS1011 グループモジュール 
Midas HS1012 ステレオ Aux グループ 
Midas HS1021 マスターモジュール 
Midas HS1041 マトリックスモジュール 
Midas HS1033 オートメーションモジュール 
Heritageメニュー概要V1.02 
Heritage バックパネル 

フレーム寸法 

レイアウトと寸法 

Heritage仕様および概要 
Heritage技術仕様書 
ブロック図 

入力モジュール 

グループモジュール 

マトリックスモジュール 
マスターモジュール 
モニターモジュール 
入力モジュールシート 

 
 

8 
12 

 16 
20 

 24 
 28 
 31 
 39 

44 
45 
47 
48 

 50 
 
 52 

53 
54 
55 
56 
57 
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Midas HS1001 

Mono Input 

Module 
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フェイズスイッチは、インプットアンプで位

相を１８０°変えることができます。 

トレブル（デュアルボリュームの上の部分）

コントロールは、ブースとカットを＋15dB
から－15dB で連続的に調節でき、0dB にセ

ンタークリックを持っています。 

 
トレブル（デュアルボリュームの下の部分）

周波数コントロールは、2K から 20KHzまで

の範囲で調整が行えます。 

ハイ-ミッドコントロールのバンド幅の調整

は、0.1 から 2 オクターブの間で連続的に調
整でき、0.5 オクターブにセンタークリック

を持っています。 

ロー-ミッドコントロールのバンド幅の調整

は、0.1 から 2 オクターブの間で連続的に調
整でき、0.5 オクターブにセンタークリック

を持っています。 

ベース（デュアルボリュームの上の部分）

コントロールは、ブースとカットを＋15dB
から－15dBで連続的に調節でき、0dBにセン

タークリックを持っています。 

ベース（デュアルボリュームの下の部分）

周波数コントロールは 20Hz から 200Hzまで

の範囲で調整が行えます。 

GAIN コントロールは、インプットア

ンプゲインを+15dB から+60dB の範囲

で連続的に調整できます 

PAD スイッチは、30dB のアッテネータ

ーで入力ゲインを切り替えることがで
き、高いアウトプットマイクロフォン

またはラインレベル信号を接続できま

す。もし入力アンプにトランス（オプ

ション）を追加してある場合、PAD ス

イッチはまさしく低周波での飽和を回

避することに役立ちます。 

 

ハイ-ミッド（デュアルボリュームの上

の部分）コントロールは、ブースとカ
ットを＋15dB から－15dB で連続的に

調節でき、0dB にセンタークリックを

持っています。 

ハイ-ミッド周波数コントロールは、

400Hz から 8KHz までの範囲で調整が

行えます。 

ロー-ミッド（デュアルボリュームの上

の部分）コントロールは、ブースとカ
ットを＋15dB から－15dB で連続的に

調節でき、0dB にセンタークリックを

持っています。 

ロー-ミッド周波数コントロールは

100Hz から 2KHz までの範囲で調整が

行えます。 

EQ スイッチは入力チャネル信号をイ

コライザー回路に接続します。 

HI PASS フィルタコントロールは、連

続的に 20Hz から 400Hz まで調整でき

ます。 

HI PASS スイッチは、インサートとイコライ

ザーの前で、フィルタを入力チャネル信号

の接続します 

INPUT BスイッチはA-XLRインプットをチ

ャンネルから切り離し、B-インプットと入
れ替えます。 
BインプットはXLRです、それに1/4インチジ

ャックソケットが常時パラレルされており

48V接続からの保護を必要とする信号が入

力可能になっています。 
すべてのインプットは、マイクまたはライ
ンレベル信号のために使用でき、入力Bスイ

ッチは、容易に重要なソースのバックアッ

プなどを動作させることを提供します。 

48V スイッチは、48V ファンタム電源

を両方のXLR 入力コネクター（A/B）
に供給します。これはコンデンサマイ

クロフォンまたは DI ボックスに適当

します。 
 

INSERT PRE スイッチは、押した時に入力

チャンネルのプリ EQ 信号を、押さない時
には、ポスト EQ 信号を、それぞれインサ

ートポイントへ送るようにします。 
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AUX PREスイッチは、Auxバスに送る信

号をフェーダーの前か後かの変更ができ
ます。 
7 から 10 の右側 PRE スイッチは、ステレ

オ以外のときに働きます。 

 

Aux send ON/OFFスイッチは、コンソール

アジャストシステムを使って行います。
個々のAUXポットの隣のLEDは、動作状

態を表します。 
ON/OFF動作は、スナップショット場面の

一部として記憶します。 
割り当てシステムと関連したマトリック

スモジュールの使用により、モジュール
からエフェクターに送るレベルの制御を

オートで呼び出す方法が提供できます。

AUXコントロール（1 から 10 まで）は、

入力チャネル信号を、AUX バスに送るレ
ベルを継続的な調整できます。レベルの

調整は+6dB からオフまでです。 
 

Aux 7、8、9、および 10 は、もしステ

レオのスイッチがグループモジュール
で押されているなら、ステレオのレベ

ルとパンに設定されます。 
 ステレオの AUX に設定しているな

ら右のスイッチだけが動作します。
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PANは、通常、マスターステレオミックス

においてのチャンネル定位をコントロール
するようになっており、電力和一定型（セ

ンター位置で－3dBとなる）となっていま

す。 

PAN to groupsスイッチは、ステレオのパンポ

ットを経てすべてのグループバス割り当て

に動作し、変更します。 
 

STスイッチはポスト定位信号をL/Rのバス

に接続します。 

MONOスイッチは、ポストフェーダチャン

ネル信号をモノマスターバスに接続しま

す。 

SISスイッチはパンコントロールと連動して

スペーシャルイメージシステムを動作させ
ます。また、常にレフト、センター、ライ

トのマスターバスに接続され動作します。

それは、また、どのようなステレオとモノ

マスターバスアサインでも無効し、レフト、

センター、ライトのマスターバスを最優先

して作動します。 
 

SAFEスイッチは、オートミュートとスナッ

プショットオートメーションコントロール
からの入力チャネル全体を切り離します。

オーディオとVCAバスのアサインは、VCA
マスタコントロールとして正常な方法で動

作し続けます。 
もし別の機能のために使われるチャンネル

において、ゲストアーティストが紹介され
使用したなら、これは特に有効に使用でき

ます。 

SETスイッチは、チャンネルのAUX、VCA、
MUTE、およびAUDIOアサインをプログラ
ムするために使用されます。 
中央部のコントローラMODEスイッチと

ASSIGNキーは、希望するアサイン機能を選

択し、SETスイッチは、それぞれのIN/OFF
を交互に切り替えます。 

MUTEスイッチはインサートセンドの後の

入力チャネルを完全に消音します。スイッ
チはスナップショットオートメーション

と、オートミュートのシーンによってコン

トロールできます。 

 

メーターはプリフェーダーの入力チャネル

のピーク信号レベルを表示し監視できま
す。 
 

FADER は+ 10dB からオフまで入力チャネ

ルレベルを継続的な調整ができます。 

ASSIGN LEDは、AUX、VCA、MUTE、および

AUDIOグループアサインの状態を示すために
使用されます。 
本体中心部のコントローラMODEのボタンス

イッチで4つの使用状態を切り替えます 

 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL 
monoとAFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それ

はオンの状態にラッチが掛かりますが、もし1
秒より長い時間押しているなら、ラッチは働か

ず、スイッチから離れた時には、チャンネルの

ソロは解除されます。 
通常ソロのシステムは、新しいソロが押される
ことにより、その前のソロはキャンセルされま

すが、SOLO.MONITORモジュールのSOLO 
ADD MODEスイッチはソロオートキャンセル

機能を解除し、複数のチャンネルのソロモニタ

ーをする事ができます。このモードでは、イン

プットがアウトプットに対して優先となり、
動作中のアウトプットソロを一時的に無効に

します。もしマスターモジュールがSOLO SIS
ならばソロのバスはLCRオペレーションに切

り換えます。 
 

へこましたAUTOMATION DISABLEスイッ

チは、デフォルト状態、全てのAUXをON、
オーディオグループとVCAグループをOFF
にセットします。 
スイッチは正常なコンソール働きならば意

図されず、それはローカルなオートメーシ

ョンの故障の場合にのみ点灯します。 
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Midas HS1004 

Stereo Input 

Module 
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48Vスイッチは、48Vファンタム電源を

XLRインプットコネクターの両方に接続
させています。 
これはコンデンサマイクロフォンまたは

DIボックスに使用できます。 

PHASE LEFT スイッチは、左のチャンネル

だけのインプット増幅器内の位相を 180 度
変える様に動作します。 
 

PHASE RIGHT スイッチは、左のチャンネル

だけのインプット増幅器内の位相を 180 度

変える様に動作します。 

トレブルコントロールは、ブースとカット

を＋15dBから－15dBで連続的に調節できま

す。 

デュアルGAINコントロールは、インプッ

トアンプゲインを+15dBから+60dBまで

の継続的にそれぞれ調整を行えます。 
左のチャンネルは上部にあり、右のチャ

ンネルは下部にあります。 

PADスイッチは、30dBの減衰を与え、高

出力マイクロフォンまたはラインレベル
信号の接続を可能にします。 
もしインプットアンプにトランスカップ

リング（オプション）であるならば、パ

ッドは低周波数で飽和する危険を回避す

るのに役立ちます。 

トレブル周波数コントロールは 1K から

20KHz までの範囲で調整が行えます。 
 

ハイ-ミッドコントロールは、ブースとカ

ットを＋15dB から－15dB で連続的に調

節できます。 

ハイ-ミッド周波数コントロールは 400Hz か

ら 8KHz までの範囲で調整が行えます。 

HI Qコントロールは、HI-MIDイコライザ

ーのバンド幅を1.5オクターブから0.5オ
クターブに変更します。 
 

ロー-ミッドコントロールは、ブースとカ

ットを＋15dB から－15dB で連続的に調

節できます。 

ロー-ミッド周波数コントロールは 100Hz か

ら 2KHz までの範囲で調整が行えます。 

ロー-ミッドコントロールは、ブースとカ

ットを＋15dB から－15dB で連続的に調

節できます。 

HI Qコントロールは、LO-MIDイコライザ

ーのバンド幅を1.5オクターブから0.5オ
クターブに変更します。 
 

ベース周波数コントロールは 20Hz から

400Hz までの範囲で調整が行えます。 

EQ LEFT スイッチは、入力チャネル信号の

左のチャンネルをイコライザーに接続しま
す。 

EQ LEFT スイッチは、入力チャネル信号

の左のチャンネルをイコライザーに接続

します 

HI PASS フィルタコントロールは、連続

的に 20Hzから 400Hz まで調整できます。

HI PASS RIHGT スイッチは、インサー

トの前で、フィルタを右の入力チャネル
信号に接続します 

 

HI PASS LEFT スイッチは、インサートの前

で、フィルタを左の入力チャネル信号に接続し

ます 
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AUXコントロール（1から10）は、入力チャ

ネルからAUXバスに送られたレベルを継続
的に調整ができます。 
レベル調整は+6dBからオフまでです。 
すべてのAUXは、通常は左右のチャンネルを

合計したモノ信号で送りますが、AUX 7、8、
9、および10は、もしグループモジュールで

ステレオスイッチが押されているなら、ステ
レオ設定で送られます。 
 

AUXセンドスイッチは、AUXバスに送る

信号をポストフェーダーからプリフェー

ダーに切り替えます。 
AuxセンドON/OFF切り替えは、コンソール

アサインシステムを使って行います。 
個々のAUXポットの隣のLEDは、動作表示

を示します。 
アサインは、スナップショット場面の一部

として記憶できます。 
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STスイッチは、ポストフェーダーチャン

ネル信号をバランスコントロールを経た

マスターステレオバスに接続させます。

MONOスイッチは、ポストフェーダチャ

ンネル信号をモノマスターバスに接続し
ます。 

LEFT TO BOTHスイッチを押すことによ

り左のインプット信号だけを、マスター
のL/Rアウトプットに送り、右のインプッ

ト信号はカットします。 

RIGHT TO BOTHスイッチを押すことに

より右のインプット信号だけを、マスタ
ーのL/Rアウトプットに送り、左のインプ

ット信号はカットします。 

スイッチがOFFの時、グループアサイン

は、ステレオに対してそのままですが、

バランストリム機能は無効です。 

MUTEスイッチはインサートセンドの後

に入力チャネルを完全に消音します。 
スイッチはスナップショットオートメー

ション、およびオートミュートシーンに

よってコントロールできます。 
 

SAFEスイッチは、オートミュートとスナッ

プショットオートメーションコントロール

からの入力チャネル全体を切り離します。
オーディオとVCAバスのアサインは、VCA
マスタコントロールとして正常な方法で動

作し続けます。 
もし別の機能のために使われるチャンネル

において、ゲストアーティストが紹介され

使用したなら、これは特に有効に使用でき
ます。 

 

へこましたAUTOMATION DISABLEスイッ

チは、デフォルト状態、全てのAUXをON、
オーディオグループとVCAグループをOFF
にセットします。 
スイッチは正常なコンソール働きならば意

図されず、それはローカルなオートメーシ

ョンの故障の場合にのみ点灯します。 
 

SETスイッチは、チャンネルのAUX、VCA、
MUTE、およびAUDIOアサインをプログラ
ムするために使用されます。 
中心的なコントローラMODEスイッチと

ASSIGNキーは、希望するアサイン機能を選

択し、SETスイッチは、それぞれのIN/OFF
を交互に切り替えます。 

 

メーターはプリフェーダーの入力チャネル

のピーク信号レベルを表示し監視できま

す。 
 

FADER は+ 10dB からオフまで入力チャネ

ルレベルを継続的な調整ができます。 

 

ASSIGN LEDは、AUX、VCA、MUTE、および

AUDIOグループアサインの状態を示すために
使用されます。 
本体中心部のコントローラMODEのボタンス

イッチで4つの使用状態を切り替えます 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL 
monoとAFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それ
はオンの状態にラッチが掛かりますが、もし1
秒より長い時間押しているなら、ラッチは働か

ず、スイッチから離れた時には、チャンネルの

ソロは解除されます。 
通常ソロのシステムは、新しいソロが押される

ことにより、その前のソロはキャンセルされま
すが、SOLO.MONITORモジュールのSOLO 
ADD MODEスイッチはソロオートキャンセル

機能を解除し、複数のチャンネルのソロモニタ

ーをする事ができます。このモードでは、イン

プットがアウトプットに対して優先となり、

動作中のアウトプットソロを一時的に無効に
します。もしマスターモジュールがSOLO SIS
ならばソロのバスはLCRオペレーションに切

り換えます。 
 

BALANCE（パン）コントロールは、マ

スターステレオミックスに送られる左

右のチャンネル信号の相対的なレベル

のバランスをとるために使用します。 
コントロールは、電力和一定型で、セン

ターポジションで 0dB、および、どちら

の極端な設定の時は、+3dB またはオフに

なります。 
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MIDAS HS1011 

Group Module 
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メーターは、フェーダー後のサブグループアウ

トプットのピーク信号レベルを表示し、バスピ
ーク LEDは、サブグループバスの信号が、ク

リップ寸前である場合に示します（インサート

前の信号）。 

トークスイッチは、個々のAUXセンドバスへ

マスターモジュールのトークバックシステム
を接続します。 
マスターモジュールは、オシレーター、ピンク

ノイズ、外部入力、またはマイクロホーンの信

号を送り出すことができます。 

PHASEスイッチは、フェーダー後のAUX信号
の位相を180°変化させます。 
これは、AUXアウトプットだけでなく、フェ

ーダー後のしんごうをコントロールしている

ためマトリックスにも影響します。 

MUTEスイッチは、AUXレベルコントロール後

の信号を消音します。スイッチはスナップショ

ットオートメーションからコントロールでき

ます。 

AUXレベルコントロールは、アウトプット

レベルを+10dBからオフまで継続的に可変

ができます。 

FADER SWAPスイッチは、ソロとミュート

のスイッチと共にグループアウトプットフ

ェーダーとAUXマスタロータリーコントロ

ールを入れ替えます。 
インサートとXLRアウトプットの接続はそ

のまま動きません。 
 

スイッチはAUXミュートをスナップショット

オートメーションコントロールから取り去り

ます。 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL 
MONOとAFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それ

はオンの状態にラッチが掛かりますが、もし1
秒より長い時間押しているなら、ラッチは働か

ず、スイッチから離れた時には、チャンネルの
ソロは解除されます。 
通常ソロのシステムは、新しいソロが押される

ことにより、その前のソロはキャンセルされま

すが、SOLO.MONITORモジュールのSOLO ADD 
MODEスイッチはソロオートキャンセル機能を

解除し、複数のチャンネルのソロモニターをす
る事ができます。このモードでは、インプット

がアウトプットに対して優先となり、動作中の

アウトプットソロを一時的に無効にします。 

METER TO AUXスイッチは、サブグループシ
グナルの代わりに AUX 信号を監視するため

に、メーターとピーク LED を切り替えます。
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MONO スイッチは、フェーダー後のグルー

プ信号をモノマスターバスに接続します。

SISスイッチは、レフト、センター、ライトの

ミックスを生み出すためにパンコントロール

と連携して作用し、空間イメージシステムを可

能にします。また動作させた時、L/C/Rマスタ

ーバスが、どのようなステレオとモノのマスタ

ーバスにアサインしていても無効にするよう
に動作します。 

グループミュートスイッチは、フェーダー後の
グループ信号をカットします。 
このミュートは、シーンのリコールのコンソー

ルスナップショットの一部として記憶します。

 

SAFEスイッチは、サブグループミュートをスナ

ップショットオートメーションコントロールか
ら切り離します。 

PANは、通常マスターステレオミックス内のチ

ャンネル配置をコントロールし、また電力和一
定です。（センターポジションで－3dBとなり

ます。） 

GROUP MASTER FADERは、+ 10dBからオ

フまでサブグループレベルの継続的な調
整が行えます。 
 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL mono
とAFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それは

オンの状態にラッチが掛かりますが、もし1秒よ

り長い時間押しているなら、ラッチは働かず、ス

イッチから離れた時には、チャンネルのソロは解
除されます。 
通常ソロのシステムは、新しいソロが押されるこ

とにより、その前のソロはキャンセルされます

が、SOLO.MONITORモジュールのSOLO ADD 
MODEスイッチはソロオートキャンセル機能を

解除し、複数のチャンネルのソロモニターをする
事ができます。このモードでは、インプットがア

ウトプットに対して優先となり、 
動作中のアウトプットソロを一時的に無効にし

ます。もしマスターモジュールがSOLO SISなら

ばソロのバスはLCRオペレーションに切り換え

ます。 
 

ST スイッチは、パンコントロールを通った

フェーダー後のグループ信号をマスター

ステレオバスに接続します。 
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VCA MUTEスイッチは、VCAマスターに

割り当てた、どのようなポストフェーダ

ーの入力チャネル信号でも作用します。

スイッチはスナップショットオートメー

ションからコントロールできます。 

SAFE スイッチは、VCA バーチャルフェ

ーダーとミュートをスナップショットオ
ートメーションコントロールから切り離

します。 
 

VCA MASTER FADER は、+10dB からオ

フまで、VCA マスターに割り当てたどの

ような入力チャネルのアウトプットレベ

ルでもコントロールします。 
 

11 FADER LEDは、faderポジションを示すため

に使用されます。 
中央部のコントローラは、フェーダーの記憶

とマニュアルリコールとノーマル使用、また

は完全な自動化されたVIRTUAL FADER 
RECALL、のモードを選べます。 
 

へこましたAUTOMATION DISABLEスイ

ッチは全部のモジュールをオートメーシ

ョンコントロールから切り離します。 
スイッチは正常なコンソール操作のため

に意図的動作させるのではなく、それはロ

ーカルなオートメーション故障の場合に

使うものです。 
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メーターは、フェーダー後のサブグループアウトプットの

ピーク信号レベルを表示し、バスピーク LEDは、サブグル

ープバスの信号が、クリップ寸前である場合に示します（イ

ンサート前の信号）。 
 

トークスイッチは、個々のAUXセンドバスへ

マスターモジュールのトークバックシステム

を接続します。 
マスターモジュールは、オシレーター、ピンク

ノイズ、外部入力、またはマイクロホーンの信

号を送り出すことができます。 

PHASEスイッチは、フェーダー後のAUX信号の位相を

180°変化させます。 
これは、AUXアウトプットだけでなく、フェーダー後

の信号をコントロールしているためマトリックスに

も影響します。 

グループ8 と10 のマスターSTEROAUX スイッ

チを切り替えることにより、入力モジュールの
AUX 送りをステレオレベルとパンコントロー

ルに変える事ができます。 
MUTEスイッチは、AUXレベルコントロール後の信号を

消音します。スイッチはスナップショットオートメーシ

ョンからコントロールできます 
 

SAFEスイッチはAUXミュートをスナップショッ

トオートメーションコントロールから取り去り

ます。 
 
 

AUXレベルコントロールは、アウトプットレ

ベルを+10dBからオフまで継続的に可変調整

できます。 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL MONOと

AFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それはオ

ンの状態にラッチが掛かりますが、もし1秒より長い

時間押しているなら、ラッチは働かず、スイッチか

ら離れた時には、チャンネルのソロは解除されます。

通常ソロのシステムは、新しいソロが押されること

により、その前のソロはキャンセルされますが、
SOLO.MONITORモジュールのSOLO ADD MODEス
イッチはソロオートキャンセル機能を解除し、複数

のチャンネルのソロモニターをする事ができます。

このモードでは、インプットがアウトプットに対し

て優先となり、動作中のアウトプットソロを一時的

に無効にします。 

FADER SWAPスイッチは、ソロとミュートの

スイッチと共にグループアウトプットフェー

ダーとAUXマスタロータリーコントロールを

入れ替えます。 
インサートとXLRアウトプットの接続はその
まま動きません。 
 

METER TO AUXスイッチは、サブグループ信号の代わり

に AUX 信号を表示するために、メーターとピーク LED を

入れ替えます。 
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ST スイッチは、パンコントロールを通ったフ

ェーダー後のグループ信号をマスターステレ
オバスに接続します。 

 
MONO スイッチは、フェーダー後のグループ

信号をモノマスターバスに接続します。 

SISスイッチは、レフト、センター、ライトの

ミックスを生み出すためにパンコントロール

と連携して作用し、空間イメージシステムを可

能にします。また動作させた時、L/C/Rマスタ

ーバスが、どのようなステレオとモノのマスタ
ーバスにアサインしていても無効にするよう

に動作します。 
 

SAFEスイッチは、サブグループミュートをス

ナップショットオートメーションコントロー
ルから切り離します。 
 

グループミュートスイッチは、フェーダー後の

グループ信号をカットします。 
このミュートは、シーンのリコールのコンソー

ルスナップショットの一部として記憶します。

 

PANは、通常マスターステレオミックス

内のチャンネル配置をコントロールし、
また電力和一定です。（センターポジシ

ョンで－3dBとなります。） 
 

GROUP MASTER FADERは、+ 10dBからオ

フまでサブグループレベルの継続的な調整
が行えます。 
 

SOLOスイッチは入力チャネル信号をPFL 
monoとAFLステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、それ

はオンの状態にラッチが掛かりますが、もし1
秒より長い時間押しているなら、ラッチは働か
ず、スイッチから離れた時には、チャンネルの

ソロは解除されます。 
通常ソロのシステムは、新 しいソロが押される

ことにより、その前のソロはキャンセルされま

すが、SOLO.MONITORモジュールのSOLO 
ADD MODEスイッチはソロオートキャンセル
機能を解除し、複数のチャンネルのソロモニタ

ーをする事ができます。このモードでは、イン

プットがアウトプットに対して優先となり、

動作中のアウトプットソロを一時的に無効に

します。もしマスターモジュールがSOLO SIS
ならばソロのバスはLCRオペレーションに切
り換えます。 
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VCA MUTEスイッチは、VCAマスターに

割り当てた、どのようなポストフェーダ
ーの入力チャネル信号でも作用します。

スイッチはスナップショットオートメー

ションからコントロールできます。 

へこましたAUTOMATION DISABLEスイッ

チは全部のモジュールをオートメーション
コントロールから切り離します。 
スイッチは正常なコンソール操作のために

意図的動作させるのではなく、それはロー

カルなオートメーション故障の場合に使う

ものです。 
 

11 FADER LEDは、faderポジションを示すた

めに使用されます。 
中心のコントローラは、フェーダーの記憶

とマニュアルリコールとノーマル使用、ま
たは完全な自動化されたVIRTUAL FADER 
RECALL、のモードを選べます。 
 

SAFE スイッチは、VCA バーチャルフェ

ーダーとミュートをスナップショットオ
ートメーションコントロールから切り離

します。 
 

VCA MASTER FADERは、+10dB からオフ

まで、VCA マスターに割り当てたどのよう
な入力チャネルのアウトプットレベルでも

コントロールします。 
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MASTER METERSは、マスターフェ-
ダー後のL/C/Rのアウトプットのピー

ク信号レベルを表示します。 

BUS PEAK LEDは、マスターバスの信号

が、クリップの近くにあることを示しま

す（インサート前の信号）。 
 

MONITOR METERSは、ローカルモニタ

ーのフェ-ダー前のアウトプットピーク信

号レベルを表示します。 
 

LAMP BRIGHTNESSコントロールは、コン

ソールのリトライトの明るさを調整できま
す。 
 

BUS PEAK LEDは、ソロバスの信号が、ク

リップの近くにあることを示します。 
 

LED BRIGHTNESSコントロールはコンソー

ル表面のLEDの明るさを調整できます。 
 

テープインプットは、アンバランスなRCA
ピンソースをステレオまたは、モノのバス

送ることができます。 
TAPE LEVELコントロールは+10からオフま

で連続的に調整できます。 
 

TAPE TO MONOスイッチは、テープ入力

をモノマスターバスに接続します。 

TAPE TO STスイッチは、テープ入力を

ステレオのマスターバスに接続します。 
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FREQコントロールは、発振器の周波数

を50Hzから5Kまでの連続的に調整で

きます。 

ジェネレータLEVELコントロール

は、ジェネレータのアウトプット信

号を連続的に+10dBuからオフまで

調整できます。 

GENERATORオンスイッチは、ジェ

ネレータアウトプット信号をコンソ

ールの内部トークバスと外部トーク

アウトプットXLRに接続します。 
 
トークGROUPスイッチは、トークマ

イクとジェネレータ回路をすべての

グループバスに接続します。 

MONO SOLO TRIMは、入ってくるソロ信号を 
モニターアウトプットに送る前でレベル調整を
します。コントロール範囲はセンターを0dBポイ

ントとし+6dBからオフに調整できます。 

STEREO SOLO TRIMは、入ってくるソロ信号を

モニターアウトプットに送る前でレベル調整を

します。コントロール範囲はセンターを0dBポイ

ントとし+6dBからオフに調整できます。 
  

MONOマスタースイッチは、モノマスター

ミックスフェーダー後の信号をモノローカ

ルモニターアウトプットに送ります。 
 

このSOLOスイッチは、コンソールのソロ

がいつアクティブになってもモノローカ

ルモニターアウトプットへSOLO信号を送

ります。 
これは、モノマスターから送られて来るど

のような信号でも無効にします。 
 

SISスイッチは、完全なL/C/Rの表現でソロ

信号をモノとステレオのローカルモニタ

ーアウトプットに送ります。これは、コン
ソールでいつソロがアクティブになって

も、他のソースから送られるどのような信

号でも無効にする  
このSOLOスイッチは、コンソールのソロが

いつアクティブになってもモノローカルモ

ニターアウトプットへSOLO信号を送りま

す。これは、モノマスター、ステレオマス

ター、またはテープ入力から送られたどの

ような信号でも無効にします。 
 

STマスタースイッチは、ステレオマスター

ミックスフェーダー後の信号をステレオ
ローカルモニターアウトプットに送りま

す。 

MONOマスタースイッチは、ポストfaderモ
ノマスターミックスフェーダーの後の信号

をステレオローカルモニターアウトプット

に送ります。 
 

TAPEスイッチは、ステレオローカルモニ

ターアウトプットへステレオのテープ入

力を送ります。 
 LOCAL MONITOR レベルコントロー

ルは、合計 3 つ（L/C/R）のローカル

モニターアウトプットレベルを連続

的に+ 10dB からオフまで調整ができ
ます。 

ローカルモニターMUTEスイッチは、
ローカルモニターアウトプットをミュ

ートします。 

 PHONESレベルコントロールは、ヘ

ッドホーンのレベルを連続的に+ 
10dB からオフまで調整できます。 

ホーン MUTE スイッチは、ヘッドホ

ーンアウトプットをミュートします。
 

PINK スイッチは、ピンクノイズをア
ウトプットに送り、発振器の信号を

無効にします。 
 

トークMONO スイッチは、トーク

マイクとジェネレータ回路をモノ
マスターバスに接続します。 

トーク ST スイッチは、トークマイ

クとジェネレータ回路をステレオ

マスターバスに接続します。 

TALK XLRソケットは、バランス

150Ωマイクロフォン信号に適応

します。 

TALK MICオンスイッチは、トーク

マイクの信号アウトプットをコン
ソールの内部のトークバスと外部

トークアウトプット XLR に接続し

ます。同時に、ハウリングを防止す

るために、ローカルモニターアウト

プットを 20dB 減衰させます。 

MIC GAIN プリセットは、マイクロフォ
ン増幅ゲインを連続的に+20dB から

+60dB まで調整ができ、工場で+10dBu
に設定され、ピークリミッターと連携し

て動作します。 トーク LEVEL は、+10dB から

オフまで、リミッターの後の信
号を連続的に調整ができます。
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ST to MONO ONスイッチは、フェー

ダー前の L/R を合計した信号をモノバ

スに送ります。 

PRE スイッチは、ソースの L/R 信号を

マスターインサートポイントの前から

取り出します。 

3つのマスターMUTEスイッチは3つのマ

スターアウトプット信号をフェーダー後

でミュートします。 
しかし、コンソールスナップショットシ

ステムの一部としては、使用できません。

3つのマスターFADERSコントロールは、
+10dBからオフまでメインミックスのアウ

トプットレベルを調整できます。 
フェーダーおよびミュートスイッチは、使

用条件および個人的な好みに適するよう

に注文により（LEFT RIGHT、MONOまた

はLEFT、CENTRE RIGHTなど）をカスタ
マイズできるようなワイヤーアセンブリ

になっております。 

SOLO ON／CLEAR スイッチとイン
ジケータは、2 つの機能を持っていま

す；どのようなソロのスイッチがア

クティブな時および押される時に点

灯し、どのようなアクティブなソロ

でもクリアーします。 

 SOLO ADD MODEスイッチはソロのバ

スへ複数のチャンネルの接続を許しま

す。 
ソロアッドモードがOFFの時は、ソロの

スイッチを押す事により、どのような以

前のソロ動作でもキャンセルします。 
ステレオL/R信号などの複数のソロは、

同時にソロのスイッチが押す事により 
モニターできます。  
ソロアッドモードがONの時は、オート

キャンセルは無効になり、複数のチャン

ネルまたはアウトプットのソロを可能
にします。 
このモードでインプットソロは、優先さ

れ、アウトプットソロは一時的に、無効

になります。 
インプットソロがキャンセルされた時

には、アウトプットソロに戻ります。 
 

SOLO PFLスイッチは、ステレオのAFLま
たはSISソロバス信号の代わりにモノ 
PFLソロバス信号をヘッドホーンおよび

ローカルなモニターアウトプットに送り

ます。 
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MATRIX メーターは、マトリックスフェー

ダー後のアウトプットのピーク信号レベ

ルを示します。 

BUS PEAK LEDは、マトリックスバスの信号が、

クリップ近くにあることを示します（プリインサ

ート信号）。 
 

TALKスイッチは、マスタモジュールトーク

バックシステムを個々のマスターバスと接

続します。マスターモジュールから送り出

す事のできるソースは、発振器、ピンクノ

イズ、外部入力、またはトークマイクです。

AUX 1-6 TO MTXスイッチは、グループアウトプ

ットの代わりに、AUXアウトプット1から6のソー

スをマトリックスインプットに接続するように

切り替えます。 

MATRIX SENDロータリーコントロール（1
から10まで）は、グループまたはAUXアウ
トプットからマトリックスバスに送るレベ

ルを連続的に調整が行えます。レベルの調

整は+ 6dBからオフまでです。 

DIRECT インプットコントロールは、

+10dB からオフまで、直接インプットレ
ベルを連続的に調整が行えます。信号は、

常にマトリックスバスに合計されます。
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AUX 7-610TO MTXスイッチは、グルー

プアウトプットの代わりに、AUXアウ

トプット7から10のソースをマトリッ

クスインプットに接続するように切り

替えます。 
 

LEFT/RIGHTデュアル同軸ロータリーコ

ントロールは、左右のマスターアウトプ

ットからマトリックスバスに送るレベ

ルの連続的に調整が行えます。レベルの

調整は+6dBからオフまでです。 

CENTER（mono）ロータリーコントロール

は、モノマスターアウトプットからマトリ
ックスバスに送るレベルを連続的に調整が

行えます。レベルの調整は+ 6dBからオフま

でです。 
 

UPPER TO LOWER LINKスイッチが上部の

マトリックスから下のマトリックスにアウ

トプットに供給し 両方を合計し、下のマ

トリックスアウトプットから出力すること

ができます。 
AUXアウトプットおよび他のグループアウ
トプットを受け取るために一方のマトリッ

クスが設定された時には、これは特に強力

な機能となります。 
マトリックスアウトプットは、その時マス

ターミックスアウトプットだけでなく、2
つの外部のソースも合計し出力することが
できます。 
最大16のマトリックスモジュールまで追加

可能で、25x16マトリックスシステムを構築

することが可能です。（13×32マトリック

スシステムでも可能）。 
下のマトリックス機能は、上部マトリック
スと同等です。 
 

SAFEスイッチはマトリックスミュート

をスナップショットオートメーション

コントロールから切り離します。 

SOLO スイッチはマトリックス信号を PFL 
mono と AFL ステレオバスに送ります。 
もしスイッチを短い時間で押されたなら、

それはオンの状態にラッチが掛かります

が、もし1秒より長い時間押しているなら、

ラッチは働かず、スイッチから離れた時に

は、チャンネルのソロは解除されます。 
通常ソロのシステムは、新しいソロが押さ
れることにより、その前のソロはキャンセ

ルされますが、SOLO.MONITORモジュール

のSOLO ADD MODEスイッチはソロオート

キャンセル機能を解除し、複数のチャンネ

ルのソロモニターをする事ができます。こ

のモードでは、インプットがアウトプット
に対して優先となり、 
動作中のアウトプットソロを一時的に無効

にします。 

MUTE スイッチはマトリックスマスター
の後を消音します。スイッチはスナップ

ショットオートメーションからコントロ

ールできます。 
 

マトリックス LEVEL コントロールは
+10dB からオフまでアウトプットレベル

を連続的に調整が行えます。 
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LOCKスイッチが点灯している時は、す

べての割り当ての変化ができません。

LOCKスイッチはその都度押すことに

より状態を切り替えられます。. 
もし 90 秒内でアサインコントロール

を全く操作されないならば、コンソー

ルは、ロックされた状態に自動的にな

ります。 
 

VCA、MUTE、GROUP、およびAUX
スイッチは, インプットモジュール

アサインLEDの現在のアサイン設定

／ディスプレイモードを切り替えま

す。 
デフォルトとして、これらのスイッ
チは、1つのモードが一度に見られう

るように連動し, もしそれらが0.5
秒以上押されたなら、連動装置は取

り去られます。 
これはクリアなモードとして使用で

きます。（下で見てください）。 
 

ASSIGN KEYSは、個々のチャンネルのSET
スイッチと連動してインプットVCA、オート

ミュートまたはオーディオのグループ、また

はAUXのアサインのために設定を次の通り
変更するために使用されます：- 
 
アサインモードに入るために、最初にLOCK
スイッチを押して解除してください（アサイ

ンシステムがロックであるために）。 
 
必要なグループナンバーまたはナンバーを

設定するために、ASSIGN KEYSを押してく

ださい； 
 
長い間押していると複数の割り当てが可能

で、短く押していると前の設定をクリアされ

ます。 
 
アサインが必要な入力チャネルのSETスイッ

チを押してください。 
また、これをするためには、2つの方法があ

ります；長く押すことでインプットのすべて

の事前設定を削除し、それらを新しい割り当

てと交換します； 
短く押しとどのような状態でもトグルし、ど

のようなスイッチの状態でも追加設定しま
す。 
 
例えば、アサインキー1と2がオンならば、イ
ンプットSETスイッチを押すことにより、そ

のチャンネルのナンバー1と2が、オフから他

のアサインをオフにしてオンになるか、また

は追加されます。 

N-1スイッチ（オプション）は、チャンネルダイレクトアウト

プットを、バスを合計しているN-1に接続させ、個々の入力チ
ャネルのSETスイッチと連動して使用します。 
N-1ステータスを示すために、アサインされているどのような

チャンネルでも、全てのそれらのASSIGN LEDSを点灯させま

す。 
N-1スイッチは他のモードスイッチと連動し、アサインキーが

アクティブではない以外、同じ方法で動作します。 
 

A/Bスイッチは、A/Bどちらのmicroカ
ードがコンソールアサインとオート

メーションシステムをコントロール

しているかを示します。 
これは主要な機能です！ 
もしA/Bが入れ替わっても定義され

たフェーダートレイ内のフェーダー
の間、アウトプットレベルコントロー

ルは、全く変わることは有りません。

A/Bスイッチは、コンソール電源が、

ON/OFFされたとしても、同じ警告に

よって示されます。 

信頼性のために、アサインとオートメ

ーションシステムは、100％複写されま

す。 
コンソールはシステムのうちのどちら
でも同じ動作をします。 
すべてのスナップショットは、システ

ムの両方に保存されます。 
LEDは個々のシステムの状態を以下の

方法で示します：- 
 
LED 緑色はどのシステムで動作して

いるかを示します。 
LED オフは、どのシステムが不動作

であるかを示します 
LED 赤は、システムが壊れているか、

反応をしないので、修理をでき

るだけ早く受けてください。 

CLEARモードに入るためにすべてのアサインキーをオフにセットしてください。これをするために

は、点灯しているボタンを押すことで、OFFになります。 
このモード上の操作により、インプットセットスイッチを長い間押すことにより全てのアサインは、

クリアーになります。 
 モードスイッチは、どのパートをクリアーするかを選ぶために使用します。例えば、VCAグループ

をクリアーしたければVCA、ミュートグループをクリアーしたければMUTE、または、同時にクリア

ーする時は、多くのモードを作動させるため、長い間押してください。 
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 SOLO IN PLACEスイッチは、プレースモードにおいてソロするために、コ

ンソールをセットします。 
このモードにおいて、押されたどのインプットソロでもすべての他のチャン
ネルをミュート状態にします。それが動作する前に、ミスオペレーションか

らプレーススイッチのソロを保護するため3秒間押しつづけなくては動作し

ません。 
入力チャネルのミュートセーフが必要ならば、この機能によりチャンネルミ

ュートを防止するためにスイッチを入れておくと良いでしょう。 

FAST SCENEキーはオートミュートの

マスタースイッチと交互に機能し、
ACT/SCENEナンバー内の10をクイッ

クエントリーポイントとしてオペレー

タに提供します。 
すなわち、FAST SCENEキー1を
ACT.SCENE10.02と関連させ、それを押

してACT.SCENE 10.02を呼び出しま
す。 
ファーストシーンは、後で説明される

ようにCOPYスイッチを使って設定す

ることができます。 

FAST SCENEスイッチは、オートミュ

ートのマスターの代わりにファース

トシーンとして動作するように、10キ
ーのオペレーションを変更します。 
この機能は、3秒後に動作は解除され、

オートミュートキー操作に戻ります。

VIRTUAL FADERスイッチはバーチャ

ルfフェーダーシステムの操作を可能

にします。 
もしコンソールのロックがRECALL、
STORE、またはより高いことで開けら

れて（アサインロックを含みます）な
らば、バーチャルフェーダーシステム

はアクティブにすることができるでし

ょう。 
それが動作する前に、また、偶然のオ

ペレーションからバーチャルフェーダ

ースイッチを保護するため3秒間押し

続けなければ動作しません。 
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SNAPSHOT AUTOMATION SYSTEM. 

 

 

 

 

  

システムメニューは、コンソールオペレ

ーションのレベルを定義します。また

LOCK を含んでいます。 
 
それらレベルは、 
TOTL  すべてのオートメーション

とアサイン機能を無効にし

ます 
RCAL リコールとアサイン機能だ

けが使用可能です 
STOR  シーンの記憶／編集、リコ

ール、およびアサイン機能
が使用可能 

SYST  すべての機能の操作可能. 

ACT/SCENE C/Oスイッチは、UP/DOWNス
イッチと連動してACT／SCENEを選ぶた
めに使用されます。 
適切な記しとして、「ACT」、「SCENE」
は、状態を示すように点滅します。 

 

スナップショットはACT/SCENEしてオートメーションシステムに記憶されます。 
ACTまたはSCENEのそれらの間に違いが全然ありません；シーンはまさに作動内のサブセットです。 

 SYSTEMスイッチは、オペレータがシス

テムメニューにアクセスするために使い

ます 
メニューのナビゲーションは、入力を選

ぶために、UP/DOWN スイッチを使用し、

それからの選ばれた機能またはサブメニ
ューを実行するために CONFIRM を押す

ことによって達成されます。CANCEL
は、メニュー／サブメニューから抜け出

すことができます。 

UP/DOWN スイッチは、オペレータが

ACT／SCENE ナンバーをスクロール

し、メニューを通ってナビゲートする

ことを可能にします。 
 

NEXTは、現在思い出され／、貯蔵

可能であったスナップショットの1
つ後スナップショットを呼び出し

ます。 

NOW は、ディスプレイのナンバー

において現在示されるスナップシ

ョットを呼び出します。 LAST は、現在思い出され／、保存可

能であったスナップショットの 1 つ

前のシーンを呼び出します。 
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STORE キーを操作することにより、現在

のコンソール割り当ての設定を、ディス

プレイに表示されているナンバーに、ス

ナップショットとして保存されます 
MIDIキーは、オペレータがスナップショットのMIDI情報を編

集できるようにします 
このモードを入るとすぐに、オペレータが、個々のスナップ

ショット内に保存される4つのMIDIメッセージのメニューが

現れます、その操作は、システムメニューに似ています。 
 

COPY、DELETE、および INSERT キーは、オペレータがスナップショットを

以下の方法で編集することを可能にします。 
 

INSERT このキーを操作することは、ディスプレイに表示されているナ

ンバーのところに1つのスナップショットを挿入します 
元々そのナンバーにあったシーンと、それより先のシーンは、

シーンナンバーに1が加わった状態で、再びナンバーリングさ

れます。 

COPY このキーは、現在のディスプレイに表示されたスナップショット

を一時的に保存するためコピーします。 
その後これは、通常の手順で新しいナンバーに保存、またはその

ナンバーに挿入されます。 
もしコピーモード時に、オペレータがFAST SCENEを押したなら

ば、スナップショットのナンバーは、そのFAST SCENEキーと結

合します。 

DELETE は、オペレータが、現在ディスプレイに表示されているナンバ

ーのスナップショットを削除することを可能にします。 

CHECKキーは、オペレーターが、コンソールセッティングをリコールしないで、ス

ナップショット内のセッティングをコンソール面上にプレビューできるようにしま
す。チェックモード時でも、C/O、UP/DOWNキーによりスナップショットを切り替

えるのに使用します 
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VCA MASTER FADER AUTOMATION.                                                      

 

 

 

 

 

 

フェーダーオートメーションは2つの主要な方法で動作します：- 
 
FADERモードとバーチャルFADERモード 
 
REAL FADER MODEにおいて、内部のVCAシステムのすべてがリアル（物

質的）フェーダーによってコントロールされます。 
オートメーションシステムは、 個々のフェーダーを 11 LED を使って

オペレーターを促して現実のフェーダーのコントロールを補助できます。

 
もしコンソールがRECALLレベルまたはより高いレベルでロック解除し

てあるならば、場面を単に呼び出すことによる与えられたスナップショッ

トにより、オペレーターは必要なフェーダーポジションを見ることができ

ます。 
LEDは、おおよそのポジションを表示するためにフラッシュし、フェーダ
ーが正しいポジションに移動させセットしたなら、それらは消えます。

フェーダーが正しいポジションに近い時 LEDは、必要なフェーダーポジ

ションのどちら側であるかを「上」または「下」のしるしで示すように変

わります。 
 
もしコンソールがSTOREレベルまたはより高いロック解除であるならば、

オペレーターは場面を上記のように呼び出すことができ、そしてまた記憶

や上書きが可能です。 
いつもSTOREでフェーダーポジションを記憶可能である時、現実のフェー

ダーのポジションが実際のレベルです。 

VIRTUAL FADER MODEにおいて、コンソールオートメーションは、すべ

ての内部VCAシステムをコントロールし、個々のフェーダーの隣にある、

11 LEDを使い、バーチャルなフェーダーポジションをディスプレイ表現し
ます。もしリアルフェーダーを求めるならば、調整を付加的に行う事で追

加/調整が行えます。 
バーチャルフェーダーシステムは、ロック状態によって全く違う方法で作

動します： 
 
もしコンソールがRECALLレベルまたはより高いロック解除であるならば、

シーンは呼び出すことはできますが、記憶や上書きはできません。 
もしフェーダー調整が必要ならば、それらのフェーダーは「0dBポジション」

で「解除」されたフェーダーにより操作可能になります。 
その時、フェーダー調整は、次のシーンが呼び出されても、アクティブで

あり続けます。（調整がクリアーにされない限り） 
 
いつもSTOREでフェーダーポジションを記憶可能である時、現実のフェー

ダーに関わらず、バーチャルフェーダーポジションがレベルです。 
もしフェーダー調整が必要ならば、それらのフェーダーを現在のバーチャ

ルフェーダーポジションで「解除」でき、フェーダーによりレベル操作が

可能になります。 
また、オートメーションフェーダーを「解除」してしまったフェーダーは、

バーチャルフェーダーモードをクリアーしない限り新しいシーンが呼び出

されても操作は強制的に排除され続け、現在のフェーダーレベルを継続し

ます。 
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バーチャルフェーダーのリコールとストアーの違いは下のチャートにより詳細が説明されます： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リコールモード ストアーモード 

それは、すべてのフェーダーを「同調」可能で、もし調

整が必要ではないならばそれらを0dBに設定してくださ

い。それらを「クリアーする」必要が全然ありません。

これはユーザー好みです。 
 

もし新しいシーンを呼び出す前にフェーダーがクリア

ーされないならば、混乱を避けるために直ちにそれらを

クリアーすることが得策でしょう。 

リコールにより新しいシーンとLEDが現在のバーチャ
ルなフェーダーポジションを示す。いつも、これらの

LEDが、オーディオをコントロールしている実際のフェ

ーダー設定を示していることに注意してください。 

リコールにより新しいシーンとLEDが現在のバーチャ
ルなフェーダーポジションを示す。いつも、これらの

LEDが、オーディオをコントロールしている実際のフェ

ーダー設定を示していることに注意してください。 

バーチャルフェーダーを調整するためには、現実のフェ

ーダーを0dBまでを動かしてください。 
フェーダーを0dBにした時に、赤のSET/LEDがバーチャ

ルフェーダーの調整の用意ができていることを示すた

めに点灯します。フェーダーを動かすことにより、オフ

セットになったオリジナルのシーンに追加されます。 
オフセットのレベルは、フェーダーポジションの 0dB ラ

インの上または下で物質的によりはっきりと示されま

す。バーチャルフェーダーポジションは LED により確

認できます。（どのようなオフセット調整でも） 

バーチャルフェーダーの動きを調整するためには、バー

チャルフェーダーと同じポジションへ現実のフェーダ

ーを動かします。このポイントのためにフェーダーはバ

ーチャルフェーダーの現在現実のフェーダーに「同調」

した時、赤のSET/LEDが点灯します。 
現実のフェーダーを動かすことによりバーチャルフェ
ーダーポジションを調整してください、そしてこのバー

チャルフェーダーの変化はLEDにより示されます。 

 

もし新しいシーンが呼び出されたならば、フェーダー調

整は、新しいシーンに追加するでしょう。調節機能は、

フェーダーを0dBポジションに返すか、「クリアー（ま
ったく同じ位置）」することによって取り去られえます。

 

もし新しいシーンが呼び出され、フェーダー調整機能が

すべてクリアー（全く同じ位置）ならば、たとえそれら

がポジションを示していても、SET/LEDは、フェーダー
に「同調」していないことを示すために消え、そのまま

です。 

希望によりバーチャルフェーダーLEDの補助表示をク
リーンで全ての調整しないフェーダーを得ることが好

ましいとしたなら、バーチャルフェーダースイッチを押

し、そして、どのようなフェーダーでも動かしてくださ

い、不定ポジションに「クリアー」を提供します。 
再びバーチャルフェーダースイッチを押してください。

フェーダーは再びアクティブ状態で用意されています。
先がけて調整が必要ではないフェーダーだけがクリア

（同調してない）されるべきで、変えたれたどのような

バーチャルフェーダーレベル変化でも、次の場面リコー

ルで削除されます。 
 
 

希望によりバーチャルフェーダーLEDの補助表示をク
リーンで全ての調整しないフェーダーを得ることが好

ましいとしたなら、バーチャルフェーダースイッチを押

し、そして、どのようなフェーダーでも動かしてくださ

い、不定ポジションに「クリアー」を提供します。 
先がけて変えたどのようなバーチャルフェーダーレベ

ル変化でもまだアクティブであるけれども、それらは次

の場面リコールにクリアされます。 

どのようなバーチャルフェーダーでも、SAFEスイッチ

を押すことによってシーンリコールから分離できます。 
スイッチが押された後に、それは「同調」させることに
よりバーチャルフェーダーを呼び出されたポジション

は、現実のフェーダーを使って調整をすることが可能に

なります。（ストアーモードに同じ）。 
どのような次のシーンリコールでもバーチャルフェー

ダーポジションへの効果が全然ありません。 
 

どのようなバーチャルフェーダーでも、SAFEスイッチ

を押すことによってシーンリコールから分離できます。

スイッチが押された後に、 それは「同調」が可能なり、
呼び出されたポジションのバーチャルフェーダーは現

実のフェーダーを使って調整します。 
.どのような次のシーンリコールでもバーチャルフェー

ダーポジションへの効果が全然ありません。 
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バーチャルフェーダーコントロールスイッチを戻すた

めにSAFEスイッチをオフにし、そして現在の（または、

次に必要とします）場面を呼び出してください。 
シーンが呼び出されると、バーチャルフェーダーコント

ロールは再開します。 
フェーダーは、「同調」せずに、もしそれが0dBを通過

しない限り要求しなければ不定の位置に動かされます。

もしそれが0dBを通過するならば、それは正常な方法で

「同調」するでしょう 。 
 

バーチャルフェーダーコントロールスイッチを戻すた

めにSAFEスイッチをオフにし、そして現在の（または、

次に必要とします）場面を呼び出してください。 
シーンが呼び出されると、バーチャルフェーダーコント

ロールは再開します。 
フェーダーは、「同調」せずに、もしそれがバーチャル

フェーダーポジションを通過しない限り要求しなけれ

ば不定の位置に動かされます。もしそれをするならば、

正常な方法で「同調」するでしょう  。 
 

シーンをこのモードに記憶することはできません。 
これが許されない主要な理由は、なぜなら複数のフェー
ダー調整の上書きのほとんどのケースは、要求されない

増加分のバーチャルフェーダーポジション変化を結果

として生じるフェーダーは調整をされています 
 

シーンを記憶する時には、情報はシーンメモリーにロー

ドされ、いつも LED により表示されたとおりになりま
す。もしフェーダーがフェーダー分離またはオートメー

ションセーフスイッチにより分離されたとしても、これ

はまだあてはまっています。 
 

上記のテキストからあなたが見ることができるコンソール内のフェーダーをコントロールする多くの種々の方法で

す。これらは正当でないか、または、良くない方法および最もよい方法は、具体的なアプリケーションとユーザー好
みに多くに依存します。それはまったくそのとおりで、選ばれた方法は、ユーザーはより多くの信用を時間と共に得

て、システムにおいて、性能はより規則的であり、試演されます。 
以下の推薦はガイドだけとして意図しています： 

1.REAL FADER STORE AND RECALL MODES 

ショーおよび早いリハーサルの間にイニシャルの設定のために使われます。 
また、事前のセットアップも可能ではなかった状況のために使われます。 
オートメーションメモリーに記憶されているフェーダーポジションが現実のフェーダーに従っているので、どのよう

な調整でも上書き前に、それらを正しく設定されているか、気をつけなければなりません。 

2. VIRTUAL FADER STORE MODE 

リハーサル後やショー中に開催地条件または追加による夜により夜から大きい変更があり得る時に使用します。 
呼び出された個々のシーンは、より優勢条件に適するために記録されたけれども、それは調整が必要であるかもしれ

ません。調整はクリアーで、必要であるバーチャルフェーダーから速やかに現実のフェーダーが引き継いで操作でき

ます。上書きは、オートメーションメモリーに素晴らしい曲データを容易に記録することを可能にします。 

3. VIRTUAL FADER RECALL MODE 

よく試演されて、予測できるイベントとショーのために使われます。 
呼び出された個々のシーンは、記憶されているシーンにプラスして、もし調整が必要なフェーダーがあるなら現実の

フェーダーによりオフセット調整を与えることができます。 
それらがオペレータにより解除されている時間は、次の場面にされるまでどのような調整でもアクティブです。上書

きはできません。 
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       AUTOMATION & ASSIGNMENT MANUAL 

 
コンソールのロック状態を解除するには 
 コンソールの AUTOMATION & ASSIGNMENT  オペレーションにロック掛けるためには、 AUTOMATION  SYSTEM の 

SYSTEM ボタンを押しUP/DOWN ボタンで LOCK とディスプレイ表示が 出るまで移動して、CONFIRM ボタンを押し 
ます。コンソールのオペレーションレベル（Heritage Menu Overview参照）をUP/DOWE ボタンで選び、 CONFIRM ボ 
タンを押します。 

 

コンソールにロック状態にするには 
 コンソールのAUTOMATION & ASSIGNMENT  オペレーションをロック状態にするためには、 AUTOMATION SYSTEM 
の SYSTEM ボタンを押し、UP/DOWN ボタンで LOCK とディスプレイ表示が  出るまで移動して、CONFIRM ボタン 
を押します。 UP/DOWN ボタンで TOTL とディスプレイ表示が出るまで移動をして、CONFIRM ボタンを押します。 

 

 

VCA アサイン Mute アサイン Faderポジション 
 （オペレーションレベルを TOTL 以外の時のみ設定可能です。） 
 

 VCA ｸﾞﾙｰﾌﾟアサインをするには  
  ①MODE SWITCHES の LOCK を解除してください。（LOCK ボタンの LED が消えた状態） 
  ②MODE SWITCHES の VCA ボタンを押してください。（VCA ボタンの LED が点いた状態） 
  ③ASSIGN KEY で、セットしたい マスターVCA のボタン（1～10）を選び、ボタンを押します。 
   すばやく、アサインボタンを押したときは、１つしかアサインされませんが、他の ASSIGN KEY を 0.25Ｓ以上 

押し続けることにより複数同時にアサインを行うことが出来ます。 
   また、複数アサインの状態を解除したいときは、ほかの ASSIGN KEY ボタンを押すか、アサインされている 
   ボタンをもう一度１つ押してください。 
  ④マスターVCAにセットをしたい INPUT を、INPUT FADERの上に有る SET ボタンを押すことにより設定することが 

出来、INPUT FADER横のランプが点灯表示します。もしチャンネルの SET ボタンをすばやく押したときは、そのマス 
ターVCA のチャンネルが、設定又は、追加させます。もしその SET ボタンを長く押し続けた場合、その選んだVCAは 
設定され、他のアサインは解除されます。 

   また ASSIGN KEY のマスターVCA を何もアサインしない状態で、各チャンネルの SET ボタンを押し続けると、 
そのチャンネルの VCA アサインは、全て解除されます。 

 
 
 MUTE ｸﾞﾙｰﾌﾟアサインをするには  
  ①MODE SWITCHES の LOCK を解除してください。（LOCK ボタンの LED が消えた状態） 
  ②MODE SWITCHES の MUTE ボタンを押してください。（MUTE ボタンの LED が点いた状態） 
  ③ASSIGN KEY で、セットしたい マスターMUTE のボタン（1～10）を選び、ボタンを押します。 
   すばやく、アサインボタンを押したときは、１つしかアサインされませんが、0.25Ｓ以上押し続けることにより 

複数同時にアサインを行うことが出来ます。 
   また、複数アサインの状態を解除したいときは、ほかのASSIGN KEY ボタンを押すか、アサインされているボタン 

をもう一度１つ押してください。 
  ④マスターMUTEにセットをしたい INPUT を、INPUT FADERの上に有る SET ボタンを押すことにより設定すること 

が出来、INPUT FADER 横のランプが点灯表示します。もしチャンネルの SET ボタンを、すばやく押したときは、 
そのマスターMUTE のチャンネルが、設定又は、追加させます。もしその SET ボタンを長く押し続けた場合、 
その選んだ MUTE は設定され、他のアサインは解除されます。 

   また ASSIGN KEY のマスターMUTEを何もアサインしない状態で、各チャンネルの SET ボタンを押し続けると、その 
チャンネルの MUTE アサインは、全て解除されます。 

 
 FADER POSITION 
 
  ①MODE SWITCHES の LOCK を解除してください。（LOCK ボタンの LED が消えた状態） 
  ②MODE SWITCHES の FADER ボタンを押してください。（FADER ボタンの LED が点いた状態） 
  ③INPUT FADER/VCA FADER 横のランプが点灯/点滅をして、シーンに記憶されているレベル（FADER 
   の位置）を表示します。 
   (Virtual fader recall mode の時と、Normal Mode の時では、FADER POSITION の表示が違います) 
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シーンの記憶 
  
 メモリーナンバーを決めて、記憶をしてみる 
  ①ディスプレイのナンバーの変更をする方法として ACT/SCENE C/Oボタンを押すことによりナンバーの桁を選ぶこと 

が出来、ディスプレイ内の ACT/SCENE のランプが点灯する桁を UP/DOWE ボタンで変更することが出来ます。 
それぞれのモードで 00-99 の間を移動できますが、0000 の表示の時にDOWNボタンをもう一度押すことにより、 
9999 に移動することも出来ます。 

  ②記憶したいナンバーへ移動をした後、STORE ボタンを押しディスプレイにDONE と表示され、そのナンバーに記憶が 
行われた事を示します。 

   また、STORE ボタンを押したとき、OVR STORとディスプレイに表示されたときは、選んだナンバーに別のシーンが 
記憶されています、上書きをして良い場合は、CONFIRM ボタンを押して記憶をして頂くか、CANCEL ボタンを押して、 
別のナンバーを選び、STORE ボタンで再び記憶を行ってください。 

  注）シーンナンバー0000 はシーンの記憶/上書きは出来ません。 
 
 
MIDI（プログラムチェンジ） 
 
  ①MIDI ボタンを押すことにより MIDI 設定に入ることが出来ます。 
  ②UP/DOWN ボタンでMIDI OUT1-4 設定に入ることが出来ます（Heritage は、最大４系統のMIDI OUT メッセージを 

同時に送ることが出来ます）、CONFIRM ボタンで設定できます。 
  ③UP/DOWN ボタンで、ディスプレイが PROG 表示になるまで移動をして、CONFIRM ボタンで設定できます。 
  ④UP/DOWN ボタンで、MIDI チャンネル、プログラムナンバーを決めます。再び MIDI ボタンを押すことにより 

MIDI メニューから、出ることが出来ます。 
  ⑤MIDI メッセージをシーンに記憶させるため、STORE ボタンを押し、CONFIRM ボタンを押してください。 
 

シーンのインサート 
   
    記憶したいシーンを、記憶したいナンバーにACT/SCENE UP/DOWNを使ってディスプレイ表示させ INSERT ボタン 

を押すことにより、選ばれたナンバーに記憶され、従来記憶されていたシーンは、１つ繰り上がったナンバーにすべて 
移動します。 

 
シーンのコピー 
 

①コピーをしたいメモリーナンバーは、ACT/SCENE UP/DOWNを使ってディスプレイに呼び出し、NOW ボタンを 
押して呼び出すか、LAST/NEXT ボタンで呼び出してください。 

  ②COPY ボタンを押し、コピー先のメモリーナンバーは、ACT/SCENE UP/DOWNを使ってディスプレイに呼び出し 
COPY ボタンを再び押し、良ければ STORE、メモリーナンバーのどの変更をしたければCANCELボタンを押して 
ください。 

 
プレビューシーン 
   
  ①現在呼び出されているシーンの設定状態をそのまま保ちながら、他のシーン設定状態との比較が出来ます。 
  ②CHECK ボタンを押し、ACT/SCENE UP/DOWN を使ってディスプレイに他のシーンナンバーを呼び出すだけで、 

そのシーンナンバーの設定の状態にコンソールの LED などが点灯/点滅をします。 
   プレビューモードから出るには、再び CHECK ボタンを押してください。 
 
シーンの呼び出し 
  

  記憶されているシーンの呼び出し方法は、３通り有ります。 
 
    ①LAST/NEXT ボタンを使ってシーンナンバーの順番に呼び出す方法 
    ②ACT/SCENE UP/DOWNを使ってディスプレイに呼び出したいメモリーナンバーを表示してNOW ボタンを押して、 

呼び出す方法。 
    ③1～10 の FAST SCENE KEY にシーンを割り当て、呼出す方法。 

 
 
  FAST SCENE KEY への割り当て方 
    ①1～10 の FAST SCENE KEY に割り当てたいメモリーナンバーを呼出します。 
    ②COPY ボタンを押し、設定したい FAST SCENE KEY（1～10）のボタンを押します。 
     ディスプレイに DONE と表示がされ、設定がされた事を示します。 
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  FAST SCENE KEY の消去 
①消去したい FAST SCENE KEY のナンバーのボタンを押し続けてください。 
②ディスプレイに YES/NO 表示の点滅が始まります、消去して良ければ CONFIRM ボタンを押し、行わないならば 

CANCEL ボタンを押してください。 
 
 

シーンの消去 
    ①消去したいシーンを呼出すか、ACT/SCENE UP/DOWN を使ってディスプレイに呼び出し DELETE 
     ボタンを押します。CONFIRM ボタンを押してください。行わないならば CANCEL ボタンを押してく 
     ださい。 

 

MIDI の割り当て： 
MIDI チェンジに反応するためのコンソールも設定： 
 
コンソール設定は、「SYSTEM」ボタンを押した後に、「AUTO」サブメニューを経てアクセスできます。このサブメニューオプシ 

ョンは「SYS」ロックモードの時に設定が可能です。 

 

「AUTO」に選択後、2 つのサブメニューがあります： 
①ENAB-（可能にする）、これは、この機能のマスタースイッチであり、「はい」または「いいえ」に設定できます。 

このスイッチはトグルしていますがこの機能のために他のセットアップパラメータは削除されません。 
②SETP -（セットアップ）、これは、私達が、この機能のために使われる実際のMIDIパラメータを設定する所です。 
これらのパラメータは、コンソールがそれに反応し、必要な作動／場面数を解読するというMIDIのコマンドを定義 

します。設定できる 2 つのパラメータは次の通りです： 

 
MIDI コマンド、これは、以下の MIDI コマンドのうちのどれかであることを確認してください： 

    N ON - (Note ON) 
NOFF - (Note OFF) 

SNGP - (SONG Pointer) 
MIDI チャンネル、これは、可能な全部で 16 チャンネル選択可能で、ディスプレイでCH 01-CH 16 をカバーします。 

 
注： 

1.act/scene ナンバーを変更するために外部の MIDI の要求に反応するために、以下の条件が必要です。： 
①「オート-ENAB」メニュー設定は、「YES」に設定されなければなりません。 
②コンソールは「TOTL」（トータル）ロックモードに有ってはなりません。 
③コンソールは、どのようなメニューオペレーションでも実行されていてはいけません。 

 

MIDI機器をセットアップします： 
コンソールにそのACT／SCENEを自動的に変更させるように、MIDIコマンドは事前にプログラムコマンド&チャンネル

（コンソールに設定される）を使って設定することができます。実際のACT／SCENEナンバーは、送られるMIDIコマン

ドデータに符号化されます。 

 
必要なMIDIのコマンドデータは、MIDIのコマンドパラメータを次の通り設定することによって設定できます： 

Note ON/OFF：これらのMIDIのコマンドは2つのパラメータを次の通り持っています： 
①Note,このパラメータは必要な「ACT」数と等しく、 
個々のNote数は当量を持っています（以下のシートを見てください） 

②ベロシティー、このパラメータは、必要な「SCENE」数と等しいです。 
 
例：ACT 20、SCENE 44の変化プログラムを作るために、-NoteをG#-1にVelocityを44にセットしてください。 

 

Song-Pointer,このコマンドナンバーは値であり、「ACT」&「SCENE」を結合させた数と等しい。 

例：ACT 45、SCENE 02の変化プログラムを作るために、-値を4502に設定してください 
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MIDIの「NOTE」数の値のルックアップ・テーブルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Midi Sysex ダンプ: 
リコールメモリーデータを、システムメニューからUP/DOWNキーを使ってDATAを選びCONFORMを押すことに 
より、コンソールとMIDI機器又は、MIDAS（MDF3MIDIファイル）から入手可能なウインドウズソフトウェア間 
で保存することができます。UP/DOWNキーを使い、SAVEまたはLOADをCONFIRMを押すことで選ぶことができ 
ます。これらの通信ポートはMIDI（MIDIポートはコンソールのリアに）またはRS232の2つ有ります。 (ソフトウ 
ェアは、Web Site:www.midasconsoles.comで入手可能です) UP/DOWNボタンを使ってMIDIまたはSERIALを選び、 
CONFIRMを押してください。画面は、その時、実行されている機能を示し、終了した時に、ユーザーに通知しま 
す。 

 

Heritageからメモリーをファイルに保存します。 
①ヌルモデムケーブルを接続してください。 

②ショーメニューを選び、『Download From Console』をクリックしてください。ウィンドウは開き、Commポートを 

セットアップします。 

メッセージはWaiting for Show dataと表示されます。 
③Heritageの『SYSTEM』メニューを選び、『DATA』にスクロールしてください。『CONFIRM』を押し、そして、『SAVE』

にスクロールし、『CONFIRM』を押してください。そしてRS232にスクロールをして『CONFIRM』押してください 

Heriategからのショーメモリーはコンピュータにロードされます。データ転送が完全な時には、H3000は、STORE OK

を確認するために『CONFIRM』を押します。 

④Hsutilのショーメニューを選び、ファイルするために保存をクリックしてください。 

⑤プロンプトは1つのショーネームに対して1つ付けてください。ファイルの種類の拡張子は*.shwと付けてください。 
⑥OKをクリックしてください。ファイルは保存されます。 

 
Heritageにショーデータをダウンロードします。 
①ヌルモデムケーブルを接続してください。 
②ショーメニューを選び、『Load From File』をクリックしてください。 
ブラウズ機能選択を使い あなたが、コンソールにダウンロードしたいショーファイル選びOKをクリックします。 
ウィンドウが開き、あなたにloading is completeと聞いてきます、OKをクリックして下さい。 

③Hsutilのショーメニューを選び、Upload to consoleクリックしてください。 
コンソールが用意できている時には、ウィンドウは、あなたにアップロードを行ってよいかを開きます。 
HeritageのSYSTEMメニューを選び、スクロールして『DATA』を選び『CONFIRM』を押してください。スクロー

ルして『LOAD』を選び『CONFIRM』を押してください。RS232にスクロールし、『 CONFIRM』を押してください。 
④『Upload』ボタンをクリックしてください。 
⑤ファイルがダウンロードされた時には、Heriategは、『CONFIRM』を押すように、あなたを尋ねてきます。  
コンピュータからのショーメモリーは現在Heritageにロードされました。 
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これらの16個のインプットは、
デュアルのマトリックスモジ

ュールに個々を入れ替えるこ

とができます。 
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HERITAGE 1000 FRAME MEASUREMENTS 
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HERITAGE 1000仕様および概要 
1、Heritage1000は、26バスと13 x 8のマトリックス出力を持っています。バスは次の通りです： 

10 オーディオグループ = 10 
6  モノ AUX     = 6 
2  ステレオ AUX   = 4 
1  ステレオマスター  = 2 
1  モノマスター    = 1 
1  ステレオ AFL    = 2 
1  モノ PFL      = 1 

合計 = 26 
2. Heritage1000は、10 オートミュートサブグループと10 VCAサブグループにVCAサブグループミュートも含みます。
 
3. Heriateg1000は、24～56の入力チャンネルを持っています。 
 
4. Heriatge1000は、合計134（48入力コンソール）のXLR入力を持っています、内容は次の通りです。： 

48チャンネルのマイク入力 
48 Bチャンネルのマイク入力 
10 グループバスサブ入力 
10 AUXバスサブ入力 
8 マトリックスバスダイレクト入力 
3 ソロバスサブ入力 
2 外部入力（2トラックリターン） 
3 マスターバスサブ入力 
1 トークマイク入力 
1 トーク外部入力 
 

5. Heriateg1000は、合計38のXLR出力を持っています、内容は次の通りです。： 
10 オーディオグループ出力 
10 AUX出力 
8 マトリックス出力 
3 マスター出力 
3 ソロ出力 
3 ローカル出力 
1 トーク外部出力 
 

6. Heriatge1000は、合計254（48入力コンソール）の1/4インチバランスインサートを持っています、内容は次の通りで

す。： 
48 入力チャンネルインサートセンド 
48 入力チャンネルインサートリターン 
10 オーディオグループインサートセンド 
10 オーディオグループインサートリターン 
10 AUXインサートセンド 
10 AUXインサートリターン 
8 マトリックスインサートセンド 
8 マトリックスインサートリターン 
3 マスターインサートセンド 
3 マスターインサートリターン 
(48 チャンネルライン入力) 
(48 チャンネルダイレクト出力) 
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7. Heritage1000は、ミックスコントロールのために71（48入力コンソール）のロングタイプフェーダーを持っていま

す。 
 
8. Heritage1000は、合計1536（48入力コンソール）のオートメーションスイッチ機能を持っています、内容は次の通

りです。： 
480 入力チャンネルAUXアサインスイッチ 
480 入力チャンネルVCA サブグループアサインスイッチ 
480 入力チャンネルミュートサブグループアサインスイッチ 
48 入力チャンネルミュートスイッチ 
10 オーディオサブグループミュートスイッチ 
10 AUXミュートスイッチ 
10 オートミュートスイッチ 
10 VCA マスターミュートスイッチ 
8 マトリックスミュートスイッチ 

 
9. Heritage1000は、合計70のピークプログラムメーターを持っています、出力に20LEDセグメント、入力に11LEDセ
グメントを搭載 
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HERITAGE 1000 技術仕様書 
入力インピーダンス       マイク                    2k バランス 

 
ライン                   20k バランス 

 

入力ゲイン           マイク                               継続的可変 

                                                     +15dB～+60dB 

 

マイク+パッド               継続的可変 
                 -15dB～+30dB 

 

ライン入力レベル              0dB 

 

最大入力レベル         マイク                   + 6dBu 

 
マイク+ パッド               + 31dBu 

 

ライン入力レベル              + 21dBu 

 

CMR（1kHz）          マイク（ゲイン+40dB）            ＞80dB 

 
                マイク+パッド（ゲイン0dB）         ＞50dB 

 

周波数特性           マイクからミックス 

(20Hz～20kHz)          (gain + 40dB)                + 0dB～- 1dB 

 

ノイズ(20Hz ～ 20kHz)      マイク（EIN ref. 150Ω） 
(gain + 60dB)                           - 128dBu 

 

System Noise (20 to 20kHz) 

                 合計したノイズ 

(48チャンネルフェーダーを下げた状態)        - 80dB 

 
ラインからミックスノイズ 

(48チャンネルフェーダー0dB、パンはセンター)   - 75dB 

 

歪み（1kHz）             マイクからミックス 

(+ 40dBゲイン、0dBu出力)                      < 0.03% 

 
クロストーク（1kHz）         チャンネルからチャンネル                    < - 90dB 

 

ミックスからミックス                       < - 90dB 

 

チャンネルからミックス                      < - 90dB 

 
最大フェーダーアッテネーター                 > 80dB 
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出力インピーダンス     全てのライン出力             50Ωバランスソースドライブ 
> 600Ω 

ヘッドホン                ドライブ> 8Ω 
 

最大出力レベル       全てのライン出力             + 21dBu 
 

ヘッドホン                + 21dBu 
 

ノーマル信号レベル     マイク                  - 60dBu ～ + 10dBu 
 

ライン                  0dBu 
 
ヘッドホン                + 10dBu 
 

イコライザー        ハイパススロープ             12dB / Oct 
 

ハイパス周波数              連続可変、-3dBポイント 
20Hz ～ 400Hz 
 

トレブルゲイン              連続可変 
+15 dB ～ -15dB 
センタークリック= 0dB 
 

トレブルシェルビング周波数        連続可変、-3dBポイント 
1k ～ 20kHz 
 

ハイミッドゲイン             連続可変 
+15 dB ～ -15dB 
センタークリック= 0dB 
 

ハイミッド周波数             連続可変 
400Hz ～ 8kHz 
 

ハイミッド帯域幅             連続可変 
0.1 Oct. ～ 2 Oct  
センタークリック= 0.5 Oct  
 

ローミッドゲイン             連続可変 
+15 dB ～ -15 dB 
センタークリック= 0dB 
 

ローミッド周波数             連続可変 
100Hz ～ 2kHz 
 

ローミッド帯域幅             連続可変 
0.1 Oct. ～ 2 Oct  
センタークリック= 0.5 Oct  
 

ベースゲイン               連続可変 
+15 dB ～ -15 dB 
センタークリック= 0dB 
 

ベースシェルビング周波数         連続可変、-3dBポイント 
                     20Hz ～ 400Hz 
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本　　　社　〒 130-0011　東京都墨田区石原 4-35-12                     TEL  03-6661-3825   FAX  03-6661-3826
大阪営業所　〒 531-0072　大阪府大阪市北区豊崎 3-4-14-602      TEL  06-6359-7163   FAX  06-6359-7164
                                                                          URL.http://www.bestecaudio.com    Email. info@bestecaudio.com

仕様および外観は、改良のため予告なく変更する事があります

 Midas Consoles Japan Division　ダイヤルイン：03-6661-3801
 URL.http://www.midasconsolesjapan.com    Email. info@midasconsolesjapan.com


